
３．効果（実績：２回、４７人）
 申請時に保護者・成年後見人等の支援者がいることと慣れた環境のもと写真の撮影がスムーズにできた。
 地域交流会時の一括申請と保護者会時の一括交付により、保護者等の支援者も同伴しやすい。交付の際は、すでに
暗証番号が設定済みであるため、暗証番号の設定に時間を要することがないことで支援者にも好評であった。

 事前に必要書類の記入や準備についての周知・広報がなされていたため、短時間で効率よく処理することができた。
 申請受付により地域交流会来場者数の増加が図られ、施設には「意外と交流会が楽しかった」という声が多く寄せられ
たそうで、施設管理者から、より多くの地域住民に障害者と施設に対し理解をしていただけたという声をいただいた。

１．概要
 知的障害者支援施設の地域交流会に区職員が赴いて、利用者及び近隣住民に出張申請受付を実施
 後日、再度施設に赴いてカードを一括交付

マイナンバーカード取得促進の取組 東京都杉並区の取組事例

〇区内最大規模の知的障害者支援施設での出張申請受付・出張交付

２．実施詳細・ポイント
 背景

知的障害者支援施設の利用者は、介助等の支援の都合、マイナンバーカードの申請・交付
のために平日昼間に区役所に来庁することが困難であることから、保護者・成年後見人等の
支援を受け易い地域交流会で、区が出張申請受付を開催することについて、施設と調整を行った。

 実施の流れ
1. 支援施設の運営協議会に諮問し了解を得る。
2. 保護者会で事前にマイナンバー制度の説明と案内、申請書、暗証番号設定依頼書を配布する。
3. 地域交流会で申請受付する旨を近隣住民へチラシをポスティング、町会掲示板にポスターを掲示し広報する。
4. 申請受付（２回）

• ブースを設置
• 施設入所・通所者や近隣住民対象に写真撮影、手書き申請書を使用し受付を実施

5. 施設入所・利用者保護者会での出張交付
• カードが出来上がった段階で受取日の調整を行い、区職員がカードを施設内に持ち込み本人確認後交付

▲保護者・近隣用
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マイナンバーカード取得促進の取組 愛知県小牧市の取組事例

〇市民病院での出張申請受付及び申請サポート

１．概要
 小牧市民病院に市職員が赴いて、タブレット端末を使用した
出張申請受付及び申請サポートを実施

２．実施詳細・ポイント
 背景

 令和２年３月からマイナンバーカードを小牧市民病院の診察券として利用。
 令和元年１０月２８日から診察券の事前登録を開始。
 病院は診察券利用のＰＲを！市民課はマイナンバーカードの取得促進を！
タイアップして病院での申請受付を実施。

＜事前＞ ＜当日＞

３．効果
 実績：４日間、１１６人（出張申請受付方式・・・４３人、申請サポート・・・７３人）
 高齢者が多い⇒交付の際に来庁不要である出張申請受付方式が好評
 来院者へマイナンバーカードの診察券利用導入について知ってもらう機会にもなった⇒ ＰＲ効果増大

・広報やＨＰへの掲載
・病院内にポスターを掲示
・報道機関への情報提供

・申請受付（４日間）令和元年１０月２９日～３１日、１１月１日
・病院の総合受付に隣接する場所へ出張申請特設スペースを設置
・午前１０時～午後３時
・正規職員と臨時職員３～４人で対応
・所要時間（１人あたり）出張申請受付方式・・・１５分

申請サポート・・・１０分
・タブレット端末を使用したオンライン申請

ポイント①

初日の出張申請受付の
様子をＮＨＫで放映
→テレビを見て翌日以降
の申請者数増加

ポイント②

出張申請受付方式・申請サ
ポート両方に対応
→柔軟に対応することで、
申請者数ＵＰ！

ポイント③

申請書がない人に対しても市
役所や支所で常時受付してい
る旨を案内
→後日の申請につながった

ポイント④

来院者へチラシや啓発物を
配布しカードの診察券利用
やコンビニ交付などメリット
をＰＲ！
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３．効果（実績：４日間、計４５人）
 マイナンバーカードに関する知識を皆で共有でき、申請に関する利用者の不安を解消することができた
 来庁が難しい利用者に対して、顔写真付きの証明書として活用できるマイナンバーカードを取得する
機会を提供することができた

１．概要
 社会福祉協議会に町職員が赴いて、デイサービス利用者に出張申請受付を実施
 後日、再度赴いてカードを一括交付

マイナンバーカード取得促進の取組 高知県東洋町の取組事例

〇社会福祉協議会デイサービスでの出張申請受付・出張交付

２．実施詳細・ポイント
 背景

 利用者の多くが運転されないので来庁するのが困難。また、スマートフォンをもたず、マイナンバー
カードをご自身で申請するのが難しい

 実施の流れ
1. 社会福祉協議会の職員と事前打ち合わせ

 町が用意したポスター、チラシを掲示、配布（利用者に事前周知）
 スケジュールにマイナンバーカードの申請受付を組み込んでいただいた

2. 申請受付（4つの地区に分かれていたため4日間）
 マイナンバーカードに関する説明、質問に回答
 利用者への写真撮影の補助、手書き申請書を使用し受付を実施
（暗証番号も考えてもらう）

3. 出張交付
 申請時に持ってくるよう頼んでおいた通知カードと引き替えに交付
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３．効果（実績：実施校４校、申請受付36人、取得希望者118人）
 保護者だけでなく、家族全員での申請もあり、15才未満の取得率も若干上昇した。
 身近な会場での実施は申請者の負担軽減につながった。
 当日、申請されなかった方にも役場でいつでも申請できる旨のチラシを配布した結果、後日、役場への
来庁者が増加した。

１．概要
 小学校の学校行事（授業参観・学習発表会）に、町職員が赴いて手書き申請書を使用し出張申請受付を実施

マイナンバーカード取得促進の取組 福島県田村郡三春町の取組事例

○三春町内小学校における出張申請サービス

２．実施詳細・ポイント
 背景

20代～40代のマイナンバーカード取得率が低い
就労や育児で多忙な世代に対して申請が負担とならないサポートができないか？

 実施の流れ
１. 各学校へアンケート調査
★学校側での受入可否、受入可の場合は学校行事を報告

２. 保護者向けアンケート調査実施（実施校のみ）
★ マイナンバーカード取得希望者が何名いるか？
★取得しない方には理由も調査

３. 学校側との打合せ、実施場所の選定・調査
４. 町から保護者宛てに出張申請サービス実施の案内を配布（実施週）
５. 申請受付
★学校側より提案された場所で、写真撮影の補助、申請受付を実施

Point！
学校側と行政側の要望をマッ
チングさせることにより双方の
負担を軽減!!

Point！
取得希望者を事前に把握することで
対応人員を最小限に!!

Point！
実施を意識づけるとともに、
持参物の遺漏防止へ!!

そうだ！学校行事のついでに申請してもらおう！！

～保護者宛の案内～

この世代の取得率
を上げるには？
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３．効果（実績：２日間、計48人）
 市役所に一度も来庁せず、自分で写真を用意せずとも学生にカードの申請機会を提供したことで
市民サービスの向上につながった。

 市役所から遠方に住んでいる交通手段の少ない学生にとって、有効な取組であった。

１．概要
 筑波大学に市職員が赴いて、タブレット端末を使用して出張申請受付を実施
 後日、市職員が大学に赴いてカードを一括交付

マイナンバーカード取得促進の取組 茨城県つくば市の取組事例

〇市内大学での出張申請受付・出張交付

２．実施詳細・ポイント
 実施の流れ

1. 学生への事前周知
 事前に大学の学生生活課と打合せ
 食堂や学生棟などへのチラシの配布、掲示
 学生が使用する電子掲示板への掲載依頼

2. 申請受付（２日間、各日４時間半）
 大学会館会議室に申請ブースを設置
 タブレット端末を使用し、学生の顔写真撮影、オンライン申請を実施

3. 出張交付（２日間、各日４時間半）
 カードが出来上がり次第、暗証番号を設定し、申請した学生に交付通知書を送付。
 あらかじめ設定していた交付日に大学を訪問。（大学会館会議室に交付ブースを設置）
 2日間で30人に交付。交付できなかった学生については、後日市役所で交付。

【ポイント２】
申請受付時につくば市のキャラクター
「フックン船長」の着ぐるみを使用してチラ
シ配布やのぼり旗でのPRを行った。

【ポイント１】
あらかじめ申請日と交付日を設定し、
チラシや掲示板等で周知。
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